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愛媛県宇和 島市戸 島で採集 され たムラサキダ コ

ルθ
“
οθ′ηγs νわルεθ%s grαεttJお (EydolⅨ  and Souleyet,1852)

2001年7月 1日 ,愛 媛県宇和島市戸島美砂子 (び

しやご)沿 岸域の表層において,タ モ網によリム

ラサキダコ ル′″οι′ν容 ッ′0′αCθな 『
“
:α′おが 1個体

採集 された (写真 1).本 種の特徴 としては,体 が

筋肉質で,外 套膜は釣 り鐘状,外 套開口は広 く,

背側に 1対 の水孔があること,体 の背面は濃い紫

色で,腹 面は銀 白色であること,雌 が雄 より非常

に大型になることなどがあげられる (窪寺,2000).

我が国では太平洋, 日本海側の暖海域の表中層

を浮遊 し, ときに大群をなす こともあるとされ る

(窪寺,2000).愛 媛県における本種の分布に関 し

水野 晃秀

ては,宇 和海沿岸において森川 (1955)が目録的

に報告 した記録があるのみで,近 年の報告は見当

たらない (稲葉,1983;愛 媛県立博物館,1990).

したがって,本 報は,本 種の標本に基づ く本県か

らのはじめての記録 となる.今 回得 られた標本は,

外套長 61.Omm,全長 347.5nlmで,交 接腕はなく,

左右第 1・2腕 は長大で広い遊泳膜でつながつてい

ること,お よび先述 した形態的特徴 をすべて備 え

てぃたことでムラサキダコの雌個体であると同定

された。

本個体は現場海域表層を衰弱 した状態で浮遊 し

写真1 ムラサキダコ ルο″ο
`′
のぉν′0″ε′熔gr“Jα′,s(全長 347.5mm)
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